【2008年度第1外科復元問題追加】
記述問題1

症例は56歳、男性。労作時呼吸困難の増強と労作時胸痛を訴えて近医を受診した。近医では心電図、心臓超音波検査、心臓カテーテル検査を施行され、手術目的にて当院当科に転科となった。
問1 別紙画像1の冠動脈造影より異常所見を二つ以上記載せよ。
問2 別紙画像1の心臓超音波検査(画像なし)、心臓カテーテル検査の結果より本例の診断名を記載せよ。
問3 本例に対する治療法を三つ記載し、各々を概説せよ。
 

 問題４
36週、2870gで出産。生後7日に心雑音を聴取した。哺乳、体重増加に問題はない。啼泣時に、チアノーゼが見られた。月齢2か月、胸部レントゲン撮影にて、左第Ⅳ弓の突出、肺血流の減少が見られた。心エコーにて、大動脈の心室中隔への騎乗、大きな心室中隔の欠損と右心室の縮小がみられた。心室中隔の形態から、右心室と右心房が等圧であると推測された。両心室が小さく、肺動脈も小さいため、一期的根治術は難しいと考え、姑息手術を行うことになった。
(1) 診断は何か
(2) 聴診で見られる所見は何か
(3) 姑息手術の術式は何か
 大問5

51歳男性、主訴は右肩の痛み。胸部レントゲン写真を示す。(右上肺野、肺尖部に境界不明瞭の腫瘤状陰影がありました。左肺野肺門部近くに微小石灰化が数カ所見えたような気もしますが、リンパ節の生理的なものと判断しました。心陰影は拡大なく、肺野は腫瘤以外はクリアー。CPAもシャープでした。）
 （1）所見を述べよ
（2）患者に問診したいことを述べよ（複数解答可）
 胸部CT写真を示す。
（横断と前頭断が示されました。腫瘤陰影以外で異常所見なし、気管支浸潤があるようにも見えましたが…、見る人によると思います。腫瘤は境界明瞭で内部均一でした。）
（3）次に行うべき検査を知りたい順に箇条書きせよ（3つ以上）。
（4）自分なりに診断をつけ（仮定し）、治療方針につき説明せよ。
（5）手術術式を行うに当たって術式と起こりうる合併症について患者とその家族に説明せよ。
 

 問題7（症例問題で、経過が長すぎて不完全）
 
問題？
糖尿病の下肢虚血性壊疽の経過が示してあった。
 (1)　非糖尿病性例と比較し、糖尿病合併壊疽に見られる特徴的な経過、所見、症状を書きなさい。（呈示してあった経過を参考に）
 (2)　患肢温存を得るための具体的方法を書きなさい。
